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大きな声で元気よく手をあげる新一年生！ 

人 口 の う ご き 

平成２７年 ３月末 

総人口    ９，３０８（－１０１） 

  男       ４，４８３（－ ６１） 

女       ４，８２５（－ ４０） 

世帯数    ５，２２８（－ ４０） 

カッコ内は前月との比較     
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平成 27 年度 当  初  予  算 
平成 27 年度当初予算においては、大型公共事業が本格実施されることに伴う

予算規模の拡大を認識したうえで、財政健全化の流れを維持しつつ、限られた財

源で最大の効果を挙げるべく予算編成を行いました。 

一般会計    8,０２８,８２５千円   特別会計    ４,５０３,６４８千円 

水道会計      ２０３,１６４千円 

平成27年度　　各会計当初予算
平成27年度 平成26年度 増減額 増減比

8,028,825 7,203,237 825,588 11.5

　　　巡　回　診　療 306,587 304,034 2,553 0.8

　　　国　保　事　業 1,725,499 1,620,838 104,661 6.5

特 　　　国　保　直　診 17,414 17,364 50 0.3

　　  介　護　保　険 1,476,948 1,529,189 △ 52,241 △ 3.4

別 　　　後期高齢者医療 114,225 117,160 △ 2,935 △ 2.5

　　　屠　　畜　　場 2,239 2,283 △ 44 △ 1.9

会 　　　船　　　　　　舶 540,207 267,884 272,323 101.7

　　　上　　　　　　屋 2,606 4,869 △ 2,263 △ 46.5

計 　    農業集落排水 22,798 18,656 4,142 22.2

　　　簡　易　水　道 295,125 291,530 3,595 1.2

計 4,503,648 4,173,807 329,841 7.9

12,532,473 11,377,044 1,155,429 10.2

　（単位；千円，％）
区　　　　　分

一 般 会 計

一 般 会 計 + 特 別 会 計

一般会計当初予算の概要 

平成27年度の一般会計当初予算は、投資的経費（普通建設事業費や災害復旧事業費など）が、

対前年度比 676,873千円（42.5％）の増額、義務的経費（人件費や公債費など）が、対前年

度比139,465千円（4.2％）の増額、その他経費（物件費、補助費、繰出金など）が、対前年

度比 9,250 千円（0.4％）の増額となり、総額では対前年度比 825,588 千円（11.5％）の

増額となっています。

     平成27年度一般会計歳入歳出予算額（内訳） 　（単位：千円、％）
予算額　 構成比 歳　　出　　区　　分 予算額　 構成比

町　　     税 707,130 8.8 　　議　　会　　費 96,265 1.2
自 分担金及び負担金 21,718 0.3 　　総　　務　　費 765,627 9.5
使用料及び手数料 157,928 2.0 　　民　　生　　費 1,371,224 17.1

主 財 産 収 入 37,969 0.5 　　衛　　生　　費 660,318 8.2
寄 　附   金 5,002 0.1 　　労　　働　　費 8,098 0.1

財 繰   入   金 115,352 1.4 　　農林水産業費 632,324 7.9
繰   越   金 1 0.0 　　商　　工　　費 189,831 2.4

源 諸   収   入 65,389 0.8 　　土　　木　　費 988,907 12.3
計（自主財源） 1,110,489 13.8 　　消　　防　　費 353,944 4.4
地方譲与税 55,467 0.7 　　教　　育　　費 1,438,287 17.9

依 利子割交付金 1,296 0.0 　　災 害 復 旧 費 145,356 1.8
配当割交付金 885 0.0 　　公　　債　　費 1,356,644 16.9
株式等譲渡所得割交付金 1,498 0.0 　　諸　支　出　金 2,000 0.0

存 地方消費税交付金 79,426 1.0 　　予　　備　　費 20,000 0.2
自動車取得税交付金 8,517 0.1 　　△繰上充用額 0.0
地方特例交付金 858 0.0 歳    出    合    計 8,028,825 100.0

財 地方交付税 3,781,310 47.1
交通安全対策特別交付金 1,556 0.0
国庫支出金 784,291 9.8

源 県 支 出 金 489,635 6.1
町          債 1,713,597 21.3
計（依存財源） 6,918,336 86.2

8,028,825 100.0

歳　　入　　区　　分

歳　　入　　合　　計

                      ５月２４日（日） 与路舟漕ぎ大会            広報せとうち(２)

自主財源（町が自前で調達できる財源）は、13.8％

公債費（町の借金返済額）は、16.9％



在校生送辞 

卒業生に送るお別れの言葉を述べる 

2年生の静岡仁美さん 

卒業生退場 

学び舎を去る卒業生たち 

（男子20名，女子24名 計４4名） 
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創立８４周年 

第
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よう 
氏 名 転出先 

佐久間 健 士 鹿児島高等特別支援学校 

前   和 樹 伊集院高等学校 

盛 田 貴和子 期間満了 

羽 田 光 二 鹿児島南高等学校 

槐 島 聡 志 串木野養護学校 

水 本 洋 幸 開陽高等学校（全日） 

中 村 美 穂 伊集院高等学校 

後 藤 睦 男 指宿商業高等学校

外 山 仁 志 期間満了 

上 原 隆 寛 姶良・伊佐教育事務所 

辻 村 和 久 皆与志養護学校
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広報せとうち（３）            ５月２４日（日） 与路舟漕ぎ大会                    

鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校 

〒894-1508  

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋399番地1 

[TEL]0997-72-0034  [FAX]0997-72-0057 

 http://koniya.edu.pref.kagoshima.jp/ 自主自立   敬愛和協   明朗端正   勤
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４
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２
３
９
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７
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あ
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が
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ラ
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が
る
よ
う
に
時
間
を
使
っ
て

下
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い
。

時
間
は
、
誰
に
で
も
平
等
に
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
。

卒業生答辞 

卒業生を代表して答辞を述べる 

前生徒会長の與島朋浩くん 

転
出
さ
れ
る
職
員
の
紹
介

瀬戸内町ロータリークラブから表彰を受けた 

３カ年皆勤賞の生徒たち 



 名瀬にある大島児童相談所から専門の職員の方がみえて相談にのってくれます。 

悩んでいる方は、この機会にお話ししてみませんか？ 

 予約制になっています。予約希望の方は、５月２９日（金）迄に下記まで、ご連絡ください。 

１. 日 時    平成 27年 6月１６日（火）  10：00～16：00 

              6 月１７日（水）  10：00～16：00          

２. 場 所    せとうち物産館 

３. 連絡先    保健福祉課 保健福祉係 担当 保岡・金久・村田 

      ＴＥＬ 0997-72-1068（内線135） 

      ＦＡＸ 0997-72-1120

○期 日    平成 27年 8月 15日（土）（前日から団体行動となります。） 

○場 所    日本武道館（東京都千代田区） 

○対象者    ・戦没者の配偶者及び三親等内の遺族 

        ・一般戦災死没者の配偶者及び三親等内の遺族 

        （過去参列していない方を優先します。） 

        （今年度は、「次世代への継承」という観点から「18 歳未満の遺族」につい

ても募集します。） 

○申込期間   平成 27年 5月 1日（金）～5月29日（金） 

○募集人員   65 人（申し込み多数の場合は、選考となります。） 

○申込先    瀬戸内町役場 保健福祉課保健福祉係 

        電話 ０９９７－７２－１０６８（内線135） 

○問い合わせ先 県庁社会福祉課 

        電話 ０９９（２８６）２８３０ 

毎日の暮らしの中で、国の仕事などについての苦情や要望はありませんか。 

行政相談委員は、地域での皆さんの身近な相談相手として、行政サービスに関する相談や行政の

仕組みや手続きに関する相談を受け付け、相談者への助言や関係行政機関への通知などの仕事を

行っています。 

下記のとおり、行政相談所を開設しますのでお気軽にご利用ください。 

相談は無料で秘密は厳守されます。 

○日 時    5 月 12日（火）10：00～16：00 

○場 所    瀬戸内町役場1階 宿直室 

○行政相談委員 嘉原 篤己

                      ５月２４日（日） 与路舟漕ぎ大会             広報せとうち(４) 

巡回相談のお知らせ

「平成 27 年全国戦没者追悼式」参列遺族の募集

「困ったら 一人で悩まず 行政相談



65歳以上の介護保険料が変わります・・・・ 
65 歳以上の介護保険料は、本町で必要な介護サービス総費用（年間約 14 億円）の

22％（約3億円）を本町の65歳以上（約3200名）の方から徴収します。 

徴収方法は、原則、年金からの特別徴収（天引き）となります。 

瀬戸内町で必要な介護サービスの総費用＝ 約 1 4 億 円 （ 1 年 間 ）  

町負担 県負担 

国
ま
た
は
県

国の負担 

40～64 歳の 

介護保険料 

（医療保険料に含む） 

６５歳以上 

介護保険料 

12.5% 12.5% 5% 20% 28% 22% 

上記内容に、将来の人口推計・介護サービス費用の推計、その他 法改正等の諸条件を

勘案して平成27年度～29年度の介護保険料を算出しました。 

段
階 対象者 

２７・２８年度 

月額保険料 

２９年度※1 

月額保険料 

1 
世帯全員が住民税非課税 

（合計所得金額＋課税年金収入≦80 万円） 
3,285 円 2,190 円 

2 
世帯全員が住民税非課税 

（合計所得金額＋課税年金収入≦120 万円） 
5,475 円 3,650 円 

3 
世帯全員が住民税非課税 

（第１・第２段階以外） 
5,475 円 5,110 円 

4 
本人が住民税非課税 

（公的年金等収入＋合計所得金額≦80 万円） 
6,570 円 6,570 円 

5 
本人が住民税非課税 

 （上記以外） 
7,300 円 7,300 円 

6 
本人が住民税課税で， 

合計所得金額が基準所得金額（120 万円）未満 
8,760 円 8,760 円 

7 
本人が住民税課税で， 

合計所得金額が基準所得金額（190 万円）未満 
9,490 円 9,490 円 

8 
本人が住民税課税で， 

合計所得金額が基準所得金額（290 万円）未満 
10,950 円 10,950 円 

9 
本人が住民税課税で， 

合計所得金額が基準所得金額（290 万円）以上 
12,410 円 12,410 円 

※1 介護保険は消費税を財源の一部としている為、消費税が 10％に変更となる平成 29 年度から

保険料が変わります。 

介護保険に関する問い合わせ先：保健福祉課 介護福祉係 0997-72-1068 

介護保険料額に関する問い合わせ先：税務課 課税係   0997-72-1116

広報せとうち(５)             ５月２４日（日） 与路舟漕ぎ大会 



瀬戸内町住宅リフォーム等助成金

町内業者を活用して住宅をリフォームされる方に助成金を交付します。

① 町内に住民登録し、居住かつ住宅を所有している方

 （申請者が借家人でもＯＫ）

 （借家人が申請する場合，所有者の承諾書を提出すること。）

② 申請者本人と同じ世帯全員に町税等の滞納がない方

① 町内の一戸建ての住宅

② 店舗併用住宅やマンション等の共同住宅は、申請者の居住部分のみ対象となります。

① 増改築やリフォーム工事の費用（消費税を含む）が５０万円以上の工事

② 町内の業者が施工する工事（町内に住所を有する個人事業種でもＯＫ）

③ 交付決定日より１２０日以内に事業完了実績報告の提出ができる工事

④ 平成２８年２月２９日までに完了する工事（書類の提出までできるもの）

※ 外構工事や他補助金と一緒に利用する場合など対象とならない工事もありますので、事前にご

確認下さい。

平成２７年４月１日から平成２８年２月２９日まで

ただし、受付件数３０件到達次第、受付を終了させて頂きます。

工事１件につき２０万円

本助成金は、同一人または同一住宅について１回限りしか受けられません。

                       ５月２４日（日） 与路舟漕ぎ大会            広報せとうち(６) 

お知らせ

５０万円以上の工事１件につき ２０万円を助成

助成の対象となる住宅

助成の対象となる工事

助成の受付期間

助成の対象となる方

助成の金額



●工事を始める前（申請時）

瀬戸内町住宅リフォーム等助成金交付申請書（第２号様式）の提出

《添付する書類》

① 工事内訳見積書の写し

② 対象住宅の位置図、写真及び工事を行う箇所の施工図、工事着手前の写真

③ 資産証明書（所有者）

④ 住宅の居住者（借家人）が申請する場合，住宅所有者の承諾書（第１号様式）

⑤ 申請者及び同一世帯員の納税証明書

⑥ 他の補助制度等を受けようとする場合，その申請書又は決定通知書の写し

●工事が完了した時（事業完了報告）

瀬戸内町住宅リフォーム等助成金実績報告書（第４号様式）の提出

《添付する書類》

⑦ 工事代金領収書の写し

⑧ 工事着手前及び工事完成後の写真

⑨ 建築基準法による確認済証を受けた工事にあっては検査済証の写し

⑩ 工事内容に変更があった場合は、変更後の工事内訳見積書の写し

⑪ その他町長が必要と認める書類

⑫ 助成金は，施工業者へ支払うものとする。

広報せとうち(７)        ５月２４日（日） 与路舟漕ぎ大会  

申請に必要な書類

申請手続きの流れ

【お申し込み・お問い合わせ先】

瀬戸内役場建設課 ０９９７‐７２－１１９７（直通） 

０９９７‐７２－１１１１（代表）（内線 125・144）
※ 申請書や詳細情報は瀬戸内町ホームページをご覧下さい。



【目的】  

本町において農業経営を希望する者に対して，農業の基礎知識・経営方法・技術に関する実地

研修を行いながら，農業で自立を目指す人材を育成・支援し，本町の農業振興の一助になること

を目的とする。 

【募集人員】 2名 

【研修期間】 平成 27年 7月から1年間 

【研修品目】 重点振興品目（パッションフルーツ・タンカン・カボチャ等） 

【研修資格】 

① 農業を職業として選択し，かつ研修品目を希望するもので，自主的努力を基本に自立経営

農家を目指した就農意欲が高いと認められる者 

② 町に住所を有し，研修後も本町において農業に従事できる普通自動車運転免許を有する者 

③ 地域社会と融和し，中核的な担い手として地域の発展に寄与できる者 

④ 概ね18歳から60歳以下の健康な者で新規就農を志す者 

⑤ 自己資金等の条件が整っており，農地の確保が見込まれる者 

【研修内容】 

① 農業基礎講座による栽培理論，農業経営等の研修 

② 本町の重点振興品目の栽培技術研修及び研修施設を活用した実践研修 

③ その他新規就農に向けた各種研修会の実施 

【募集期間】 平成 27年 5月 15日まで 

【その他】 研修申込書等については農林水産課にて準備いたしております。 

【連絡先】 農林水産課営農畜産係長 田原 浩治 

      ＴＥＬ：0997-72-1174 

いよいよお別れ

「瀬戸内町中央公民館」解体始まる

瀬戸内町文化会館（仮称）の実施設計も終了し 

いよいよ「解体工事」・「建築工事」が始まります。 

工事期間は，平成２７年４月末～平成２８年度 

完成を予定しております。町民の皆様及び，町中央公民館周辺の住民の方々には何かとご迷惑を

おかけします。また，通勤・通学等で近くの道路を利用される方々にもご不便をおかけしますが，

ご理解と・ご協力をよろしくお願いします。 

【建築概要】 

・建設場所  現中央公民館敷地内 

・建築面積  延床面積 2,964㎡ 

・RC造 2階（一部S造） 

※公民館機能と文化ホ－ル機能を備え，音響に 

特化した施設です。「瀬戸内町教育委員会社会教育課」

５月２４日（日） 与路舟漕ぎ大会       広報せとうち(８)

農業経営を目指す人材（担い手）を募集します

【文化会館（仮称）完成予想図】



～国定公園内での開発行為等については，手続きが必要です～

奄美群島地域は，自然の風景地を保護するとともに，その利用促進を図り，国民・県民の保健・

休養・教化に資することを目的とした国定公園を有します。 

国定公園内では，優れた風景地を保護するため，自然公園法に基づき，各種開発行為が規制さ

れています。 

国定公園内において，次のような開発行為等を行う場合は，事前に県知事への許可申請・届出

の手続きが必要となります。 

○ 手続きの必要な行為（一例） 

・工作物（建築物を含む）の新築・改築・増築 

・木竹の伐採 

・広告物の掲出（案内板等を含む） 

・開墾・土地の形状変更 

・鉱物や土石の採取 

・屋根・壁面の色彩の変更 

・環境大臣が指定する植物の採取又は損傷 等 

○ 許可申請・届出の手続き 

（１）申請・届出の様式 

・様式・必要な添付書類・記載要領については，県のホームページに掲載されています。 

  （２） 標準的な処理期間  

・通常約１か月を必要とします。（書類に不備があった場合の補正の期間は除く） 

  （３） 注意事項 

・行為の種類，規模，公園の種類，地種区分の違いにより手続き等に違いがあること，ま

た，行為の場所や内容によっては，許可ができない場合もあることから，事前に大島支庁

総務企画課もしくは関係市町村役場に御相談ください。 

 ・奄美群島国定公園では，採取又は損傷を行う場合に許可が必要な植物として環境大臣が

指定している植物が８４種（イソマツ，ミズガンピ，ヒカゲヘゴ等）あります。国定公園

内で植物を採取される場合は，その植物が指定種に該当しないか事前に大島支庁総務企画

課もしくは関係市町村役場に御確認ください。 

   ・自分の所有地でも，国定公園内での行為においては，手続きが必要となります。 

  ○ 違反行為について 

自然公園法の規定に違反しての行為や、無許可での行為等については罰則が設けられてい

ます。国定公園区域内での許可申請・届出について不明な点がありましたら，下記にお問い

合わせください。 

○お問い合わせ先

大島支庁総務企画課 商工観光係      電話 ０９９７－５７－７２１５（係直通）

瀬戸内町役場 まちづくり観光課 観光係  電話 ０９９７－７２－１１１５（課直通）

○瀬戸内町内で開発行為等を行う場合の許可申請書の提出先

 瀬戸内町役場 まちづくり観光課 観光係へ ２部提出

○県のホームページ（検索方法）

鹿児島県庁ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ→くらし・環境→環境保全・自然保護→自然公園→行為許可申請書・届出書様式

広報せとうち(９)        ５月２４日（日） 与路舟漕ぎ大会        



６月１日（月）から７月１０日（金）までは 

 労働保険料の「年度更新」申告・納付期間です 

○ ６月はじめに送付されます労働保険料申告書・納付書により，期間中に申告・納付を行って

いただきますようお願いいたします。 

○ 平成２３年度から，年度更新の審査業務が外部委託され，申告書の受付は，原則として記入

漏れ等をチェックするだけの確認作業になります。このため，申告書に記入誤り・漏れがない

よう，自主的な記入・申告をお願いします。 

○電子政府の総合窓口(e-Gov)からも電子申請による年度更新申告が出来ます。 

   お問い合わせ先 

   鹿児島労働局労働保険徴収室 適用係 

   電話 ０９９－２２３－８２７６ 

５月２４日（日） 与路舟漕ぎ大会        広報せとうち(１０)

平成２７年度 労働保険年度更新手続きのお知らせ



この計画は、人口減少という厳しい現実を国がとりまとめた「長期ビジョン」や「まち・ひと・

しごと創生総合戦略」に基づき、瀬戸内町が将来にわたって「活力あるまち」を維持するために

は、どのように戦略策定していくかを検討し決めていく計画です。 

 この計画によって、町民が安心して働き、結婚し、子どもを産み育てることができる地域社会

を目指します。 

 この戦略計画策定に当たりまして、広く住民の皆様にも委員として計画づくりに参加していた

だきたく、戦略策定委員を公募いたします。 

 「計画に携わってみたい」と思われる方は、次により企画課にお申し込み願います。 

 なお、応募されても採用されない場合もありますので予めご了承願います。 

【募集期間】 平成 27年 5月 15日（金）まで 

【応募資格】 瀬戸内町に在住している20歳以上(男女不問) 

【募集人員】 若干名 

【任  期】 委嘱の日から1年間 

【申込手続】 申込用紙は、役場企画課、瀬戸内町のホームページから入手することが出来ます。 

【応 募 先】 瀬戸内町役場企画課 電話 72‐1112（担当：田中、信島） 

広報せとうち(１１) ５月２４日（日） 与路舟漕ぎ大会        

瀬戸内町総合戦略策定公募委員を募集します 



５月２４日（日）与路舟漕ぎ大会            広報せとうち(１２) 

皆さんの地域の「人と農地の問題」

について考えてみませんか

（人・農地プラン／新規就農／農地集積）

【問い合わせ先】

農林水産課 電話 ０９９７－７２－１１７４ 



広報せとうち(１３)      ５月２４日（日） 与路舟漕ぎ大会

3/1（日） 新船フェリーきかい 就航祝式・祝賀会 古仁屋港岸壁・せとうち海の駅

第65回鹿児島県立古仁屋高等学校卒業式 古仁屋高校体育館

奄美（奄美大島南部）の観光を語ろう会 庁舎会議室

自衛隊入隊者壮行会 中央公民館

観光を語ろう会懇親会 町内

海上自衛隊佐世保警備隊司令 来庁に伴う懇談 庁舎応接室

海上自衛隊佐世保警備隊司令 歓迎交流会 町内

3/4（水） 平成27年第1回瀬戸内町議会定例会開会 議場

3/6（金） 平成26年度第2回瀬戸内町防災会議 庁舎会議室

3/7（土） 平成26年度（第29回）瀬戸内漁業協同組合青年部通常総会・懇親会 瀬戸内漁業協同組合

3/8（日） 徳永ゆうき新曲発表記念チャリティーコンサート 古仁屋小学校体育館

本会議（一般質問） 議場

セイラビリティ広島アビの会 来庁に伴う懇談 庁舎応接室

本会議（一般質問） 議場

原田学園理事長 来庁に伴う懇談 庁舎応接室

九州運輸局海事振興部離島航路活性化調整官 来庁に伴う懇談 庁舎応接室

第67回瀬戸内町立古仁屋中学校卒業式 古仁屋中学校体育館

座談会「網野子バイパス開通と地域振興」 町内

古仁屋中学校野球部 優勝報告に伴う懇談 庁舎応接室

道路整備（交付金）工事（深山トンネル）安全祈願祭 深山トンネル

陸上自衛隊第8師団長 来庁に伴う懇談 庁舎応接室

陸上自衛隊第8音楽隊ふれあいコンサートin瀬戸内 清水公園総合体育館

第8師団長御一行 来町歓迎懇親会 町内

国道58号網野子バイパス開通記念イベント トンネルウォーキング 網野子トンネル

せとうち海の駅クロマグロモニュメント完成除幕式 せとうち海の駅

3/16（月） 鹿児島県指導農業士認定書交付式 庁舎応接室

加計学園岡山理科大学附属高校 来庁に伴う懇談 庁舎応接室

災害用ＬＰガス低圧発電機贈呈（鹿児島県ＬＰガス協会瀬戸内支部） 庁舎応接室

瀬戸内町社会福祉協議会第80回理事会 社協会議室

麻布大学教授 来庁に伴う懇談 庁舎応接室

九州防衛局長 来庁に伴う懇談 庁舎応接室

九州防衛局長との懇親会 町内

3/19（木） 瀬戸内町都市計画審議会 庁舎会議室

3/21（土） 伊藤知事との意見交換会及び懇親会 奄美市

網野子トンネル開通記念グラウンドゴルフ大会 清水グラウンドゴルフ場

網野子トンネル安全祈願祭・開通式・完成祝賀会 網野子トンネル・中央公民館

3/23（月） 加計呂麻島展示・体験交流館竣工式・植樹祭・祝賀会 諸鈍・せとうち海の駅

平成26年度 第67回瀬戸内町立古仁屋小学校卒業式 古仁屋小学校体育館

瀬戸内事務所送別会 町内

平成27年度定期人事異動辞令交付式 庁舎応接室

瀬戸内町水道事業運営調査会 庁舎会議室

大島税務署長 来庁に伴う懇談 庁舎応接室

奄美海上保安部長 来庁に伴う懇談 庁舎応接室

平成26年度第2回瀬戸内町国民健康保険運営協議会 庁舎会議室

陸上自衛隊西部方面総監来島に伴う歓迎懇親会 奄美市

3/27（金） 瀬戸内事務所長 来庁に伴う懇談 庁舎応接室

第72回鹿児島県過疎地域自立促進協議会定期総会 自治会館

全国市町村水産業振興対策協議会鹿児島県支部総会 自治会館

平成26年度鹿児島県離島振興協議会通常総会 自治会館

3/31（火） 平成26年度退職者辞令交付式 庁舎応接室

3/13（金）

3/2（月）

3/3（火）

3/9（月）

3/10（火）

3/12（木）

3/26（木）

3/30（月）

3/15（日）

3/17（火）

3/18（水）

3/22（日）

3/24（火）

3/25（水）



５月２４日（日） 与路舟漕ぎ大会          広報せとうち(１４)
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ま
し
た
。

保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

所
得
が
少
な
い
と
き
や
、
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
本
人
の
申
請
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の

納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①

免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）
申
請

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
や
、
失
業
等
の
事
由
が
あ
る
場
合
に
、

保
険
料
が
全
額
免
除
ま
た
は
、
一
部
免
除
と
な
り
ま
す
。

②

若
年
者
納
付
猶
予
申
請

三
十
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、
配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③

学
生
納
付
特
例
申
請

学
生
の
方
で
、
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

○
過
去
二
年
ま
で
遡
っ
て
免
除
申
請
が
で
き
ま
す
。

一
定
の
将
来
期
間
の
ほ
か
、
過
去
二
年
（
申
請
月
の
二
年

一
ヶ
月
前
の
月
分
）
ま
で
遡
っ
て
免
除
を
申
請
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
申
請
が
遅
れ
る
と
万
一
の
時
に
障
害
年
金
が

受
け
取
れ
な
い
な
ど
の
不
利
益
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
す
み
や
か
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

年金キャラクター

「もくもく」

ね
ん
き
ん

コ
ー
ナ
ー

法律相談会（無料）のご案内

司法書士による法律相談会を開催いたします。

【相談日時及び場所】

５月１６日(土) 午前９時３０分～午後２時３０分 諸鈍公民館
※本相談会での直接受託は原則行いません。

  正式な依頼に至った段階で、費用が発生します。

【問合せ先】瀬戸内町商工会青年部 

℡ ０９９７－７２－０１４７（担当：伊地知）



広報せとうち(１５)       ５月２４日（日） 与路舟漕ぎ大会

～

地

道

な

地

域

活

動

～

３
月
１６
日
、
平
成
２６
年
度

鹿
児
島
県
河
川
愛
護
運
動
の
優

良
団
体
に
対
す
る
県
知
事
表
彰

伝
達
式
が
、
大
島
支
庁
瀬
戸
内

事
務
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
河
川
を
大
切

に
し
、
き
れ
い
に
す
る
気
運
を

高
め
る
と
と
も
に
、
自
主
的
な

河
川
愛
護
作
業
等
の
実
施
に
よ

っ
て
、
河
川
に
対
す
る
理
解
と

協
力
を
得
な
が
ら
、
良
好
な
河

川
環
境
の
保
全
・
創
出
に
功
績

の
あ
っ
た
団
体
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
す
。
今
年
度
は
、
多
年
に

わ
た
り
行
っ
て
い
る
、
河
川
愛

護
運
動
が
高
く
評
価
さ
れ
嘉
徳

集
落
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

～
後
継
者
の
確
保
と
育
成
～

３
月
１７
日
、
役
場
応
接
室
に

て
、
里
山
智
昭
氏
へ
指
導
農
業

士
の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

農
業
指
導
士
と
は
、
農
業
技

術
、
経
営
管
理
能
力
が
優
れ
、

自
ら
営
む
農
業
経
営
の
内
容
が
、

そ
の
地
域
の
水
準
以
上
で
、
農

村
青
少
年
の
育
成
指
導
に
理
解

が
あ
り
、
積
極
的
な
指
導
活
動

が
で
き
る
能
力
を
有
す
る
方
で
、

市
町
村
長
の
推
薦
を
踏
ま
え
て

知
事
が
認
定
し
、
里
山
氏
は
、

さ
と
う
き
び
生
産
と
黒
糖
の
製

造
販
売
を
手
が
け
、
こ
れ
ま
で

後
継
者
の
確
保
と
育
成
に
努
め

ら
れ
た
経
験
を
も
と
に
、
指
導

農
業
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

～
県
内
最
長
ト
ン
ネ
ル
～

３
月
２２
日
、
網
野
子
集
落

（
森
幸
尚
区
長
）
に
て
、
国
道

５８
号
線
の
網
野
子
バ
イ
パ
ス

（
奄
美
市
住
用
町
役
勝
～
瀬
戸

内
町
勝
浦
）
の
安
全
祈
願
祭
・

開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
伊
藤
知
事
を
は
じ

め
、
集
落
民
や
町
関
係
者
が
駆

け
つ
け
、
同
バ
イ
パ
ス
供
用
開

始
を
祝
い
ま
し
た
。
網
野
子
峠

は
、
急
カ
ー
ブ
が
連
続
し
て
お

り
、
台
風
時
に
は
、
崖
崩
れ
に

よ
る
通
行
止
め
も
発
生
す
る
な

ど
交
通
の
難
所
で
し
た
が
、
ト

ン
ネ
ル
開
通
に
よ
り
解
消
さ
れ

距
離
に
し
て
約
２
キ
ロ
、
時
間

で
約
１０
分
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

～
加
計
呂
麻
島
の
魅
力
Ｐ
Ｒ
～

３
月
２３
日
、
加
計
呂
麻
諸
鈍

集
落
（
徳
元
区
長
）
に
て
、
加

計
呂
麻
島
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る

展
示
・
体
験
交
流
館
落
成
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

館
内
の
展
示
室
に
は
、
国
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
諸
鈍

シ
バ
ヤ
」
と
、
映
画
「
男
は
つ

ら
い
よ
」
に
て
、
ロ
ケ
地
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
「
寅
さ
ん
」
ブ

ー
ス
を
設
置
。
こ
の
ほ
か
、
諸

鈍
シ
バ
ヤ
や
島
の
名
所
を
紹
介

す
る
シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
・
調
理

室
・
多
目
的
室
な
ど
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
日
の
祝
賀
会

に
は
、
伊
藤
知
事
や
関
係
者
が

出
席
し
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

～

瀬

戸

内

子

ど

も

博

士

～

３
月
２５
日
、
古
仁
屋
中
学
校

校
長
室
に
て
、
平
成
２６
年
度
第
、

２
回
瀬
戸
内
町
子
ど
も
検
定

（
瀬
戸
内
町
教
育
委
員
会
主

催
）
の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
検
定
は
地
域
の
理
解

を
深
め
、
子
ど
も
達
の
郷
土
愛

を
育
む
の
が
目
的
で
す
。
今
回

の
子
ど
も
検
定
で
、
１００
点
満
点

を
と
っ
た
、
今
村
幸
平
君
は
、

「
試
験
の
勉
強
を
し
て
い
て
、

町
の
文
化
、
特
に
諸
鈍
シ
バ
ヤ

に
興
味
を
持
ち
、
自
然
や
歴
史

が
素
晴
ら
し
い
町
で
し
た
。
転

校
先
の
学
校
で
も
瀬
戸
内
町
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

河

川

愛

護

運

動

網

野

子

ト

ン

ネ

ル

開

通

式

子

ど

も

検

定

表

彰

指

導

農

業

士

加
計
呂
麻
島
展
示
・
体
験
交
流
館



５月２４日（日） 与路舟漕ぎ大会 広報せとうち(１６)

～

入

学

お

め

で

と

う

～

４
月
６
、
古
仁
屋
小
学
校

（
髙
峯
正
一
校
長
）
に
て
、

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

希
望
に
満
ち
た
様
子
の
新
入

入
生
６０
名
の
子
ど
も
た
ち
が

古
仁
屋
小
学
校
に
仲
間
入
り
を

し
ま
し
た
。

髙
峯
校
長
は
、
「
皆
さ
ん

の
入
学
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
、
元
気

に
来
て
く
れ
て
嬉
し
い
で
す
。

今
、
真
剣
に
話
を
聞
い
て
い

る
姿
は
、
と
て
も
立
派
で

す
。
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

平
成
２
７
年
５
月
号

№
６
７
４
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　　　　 快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト

　　・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理 家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

　　・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等 　収　集　運　搬

（　有　）　瀬　戸　内　清　掃 　      １袋からタンス・ベッドその他まで

代表取締役　　　牧　　　学 お　気　軽　に　お　電　話　下　さ　い

　　事務所　 　７２－３９７３　　　　 　７２－３７１４　　　 　７２－０７５４

法律相談会（無料）のご案内

司法書士による法律相談会を開催いたします。

【相談日時及び場所】５月２１日(木) 午前１０時～午後１時 

町営コーラルタウン船津団地 集会所

※本相談会での直接受託は原則行いません。

  正式な依頼に至った段階で、費用が発生します。

【問合せ先】瀬戸内町商工会青年部 

℡ ０９９７－７２－０１４７（担当：伊地知）
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